
身も心もぽっかぽか。「親子で冬の韓国クッキング」 
　１月20日の浅羽会館で「親子で冬の韓国クッキング」に参加した親子が、ビビンバ、チヂミなど
の韓国料理を作りました。管理栄養士の指導のもと、親はレシピを片手に、子供達は慣れない手
つきで奮闘。終わる頃にはできたての料理と親子のふれあいで身も心もぽっかぽかになりました。 
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酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
決
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可
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飲
酒
運
転
根
絶
に
関

飲
酒
運
転
根
絶
に
関
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平
成
18
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら
21
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
18
年
度
一
般
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

駐
車
場
事
業
特
別
会
計
の
各
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
副
市
長
定
数
条
例
の
制
定
、
袋

井
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
17
議
案
と
３
件
の
報
告
、
議
員
提
出
の
飲
酒
運

転
根
絶
に
関
す
る
決
議
を
は
じ
め
と
す
る
３
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、
17
人
の
議
員
が
市
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま

し
た
。

12
月

定

例

会

正・副議長が決議書を磐田警察署長に提出（平成18年12月22日）

■
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
決
議
（
全
文
）

交
通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
社
会
の
実
現
は
、
私
た
ち
袋
井
市
民
の
願

い
で
あ
る
。

飲
酒
運
転
に
対
し
て
は
、
危
険
運
転
致
死
罪
の
新
設
や
飲
酒
運
転
の
厳
罰
化

な
ど
に
よ
り
、
そ
の
根
絶
が
図
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
や
人
身
事
故
の
発
生
は
、
依
然
と
し

て
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
、
幸
せ
な
家
族
が
一
瞬
に
し
て
崩
壊
し
て
い
く

悲
惨
な
現
実
が
あ
る
。

飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
に
は
、
運
転
者
は
も
と
よ
り
、
同
乗
者
、
家
族
、
職

場
、
さ
ら
に
は
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
・
さ

せ
な
い
・
許
さ
な
い
」
と
い
う
強
い
意
志
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
こ
こ
に
改
め
て
交
通
安
全
意
識
の
徹
底
を
強
く
呼

び
か
け
る
と
と
も
に
、
市
当
局
を
初
め
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、

市
民
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
邁
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
決
議
す
る
。



3 ふくろい市議会だより
N o . 9 ● 2 0 0 7 . 2 . 1

討

論
（
会
派
よ
り
）

静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

設
置
に
つ
い
て

「
日
本
共
産
党
」

「
県
単
位
の
広
域
連
合
は
、
法
律
で
決
ま
っ

た
制
度
だ
か
ら
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
し

か
し
、
ど
の
よ
う
な
広
域
連
合
を
作
る
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
な
検
討
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
提
案
さ
れ
て
い
る
規
約
を
検
討
し
て
み
る

と
、
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
県
の
資
料
で
は
、

広
域
連
合
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
に
直
接
公
選
制
の
採

用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
広
域
連
合
議
員
は
20
名

と
極
め
て
少
な
く
、
半
数
に
の
ぼ
る
加
入
団
体
が
議

員
を
選
出
で
き
な
い
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
よ

う
な
運
営
協
議
会
も
な
く
、
被
保
険
者
で
あ
る
後
期

高
齢
者
の
意
見
の
反
映
は
全
く
な
い
。

※
右
の
と
お
り
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

反対する

■
条
例

副
市
長
定
数
条
例

制
　
定

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
助
役
制
度
が
見
直

さ
れ
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
助
役
に
代
え
て
副
市

長
を
置
き
、
副
市
長
の
定
数
を
１
人
と
定
め
る
も
の
で

す
。市

議
会
議
員
及
び
市
長
の
選
挙
公
報
発
行
条

例
の
一
部
改
正
　

こ
れ
ま
で
自
治
会
に
依
頼
し
配
布
し
て
い
た
選
挙
公

報
を
、
新
聞
折
込
み
に
よ
る
配
布
に
変
更
す
る
た
め
、

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
く
限
定
特
定
行
政
庁
の

業
務
が
平
成
19
年
４
月
か
ら
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
建
築
確
認
申
請
等
の
手
数
料
を
追
加
す
る
も
の

で
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
本
条
例
で
定

め
て
お
く
必
要
が
無
く
な
っ
た
条
文
の
一
部
削
除
な
ど

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
改
正

非
常
勤
消
防
団
員
等
の
傷
病
補
償
年
金
、
障
害
補
償

及
び
介
護
補
償
に
係
る
障
害
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員

災
害
補
償
制
度
と
の
均
衡
が
図
ら
れ
る
よ
う
改
正
す
る

も
の
で
す
。

改
　
正

市
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
条
例
中
に
用

い
て
い
る
施
設
名
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

今回の補正予算は、4億1,300万円
を増額するものです。これにより、平
成18年度予算総額は256億8,000万円
となりました。主な事業等は次のとお
りです。

◆減債基金積立金

（約1億640万円）

＊後年度の財政負担を考慮し、資金を

積み立てます。

◆システム保守等委託料

（1,050万円）

＊平成19年度からの住民税改正に係る

電算システムの改修を行います。

◆社会福祉法人三宝会新設保育所建設費

補助金

（約1億2,471万円　うち国費1/2）

＊保育所の児童待機者を解消するため、

社会福祉法人三宝会へ新設保育所建

設費の補助をします。

◆袋井市森町広域行政組合負担金（ごみ

処理施設）

（約6,718万円）

＊新クリーンセンター建設事業の推進

を図ることなどに伴い、負担金が増

額になります。
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福
祉
行
政
に
つ
い
て

問
　

障
害
者
自
立
支
援
法
で
原
則

１
割
の
「
応
益
負
担
」
と
な
っ

た
。
利
用
者
、
施
設
へ
の
影
響

と
市
の
対
応
は
。

答

施
設
で
は
前
年
度
と
比
較
し

て
、
７
〜
13
％
の
減
収
と
な
っ

て
い
る
が
、
事
業
者
の
努
力
で

こ
れ
ま
で
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
、

各
自
治
体
の
動
向
を
調
査
し
軽

減
制
度
等
を
検
討
し
た
い
。

問
　

改
定
さ
れ
た
介
護
保
険
法
で

も
、
施
設
利
用
者
へ
の
食
費
や

居
住
費
の
負
担
増
な
ど
が
大
変
。

そ
の
実
態
と
市
の
対
策
は
。

答

一
般
利
用
者
は
お
お
む
ね
１

カ
月
当
た
り
３
万
円
程
度
の
負

担
増
と
な
っ
た
。
独
自
の
助
成

制
度
を
講
じ
る
際
は
、
近
隣
市

の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
た
い
。

新
市
で
も
「
非
核
平
和
都
市

宣
言
」
を

問
　

有
事
の
事
態
を
お
こ
さ
な
い

平
和
行
政
こ
そ
必
要
。
旧
浅
羽

町
に
有
り
、
合
併
の
課
題
で
も

あ
る
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

の
検
討
を
。

答

都
市
宣
言
も
合
併
で
の
約
束

事
項
だ
が
、
市
民
の
総
意
が
前

提
で
あ
り
、
機
運
が
醸
成
し
た

と
き
と
考
え
る
。

浅
田
二
郎
議
員

市
政
運
営

問
　

今
後
の
市
民
病
院
の
あ
り
方

と
し
て
、
築
後
30
年
を
見
据
え

た
方
向
性
は
。

答

一
番
優
先
す
べ
き
は
市
民
病

院
の
現
状
に
対
す
る
医
師
の
確

保
と
考
え
る
。
市
民
病
院
を
め

ぐ
る
現
状
に
つ
い
て
は
大
変
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
さ
ら
に

お
伺
い
し
、
早
く
結
論
を
出
し

て
い
く
こ
と
が
市
民
病
院
を
支

え
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
い
る
。

問
　

警
察
署
の
新
設
に
つ
い
て
、

最
良
な
場
所
へ
の
設
置
を
望
む
。

答

建
設
位
置
、
面
積
に
つ
い
て

は
、
県
警
察
本
部
の
要
請
に
応

じ
、お
お
む
ね
６
千
平
米
で
、設

置
可
能
な
場
所
数
カ
所
を
候
補

地
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
一
日

も
早
く
新
し
い
警
察
署
が
建
設

さ
れ
る
よ
う
、
働
き
か
け
た
い
。

農
業
問
題

問
　

温
室
メ
ロ
ン
に
お
け
る
後
継

者
不
足
に
対
す
る
対
応
は
。

答

経
営
の
安
定
と
担
い
手
の
育

成
が
大
切
で
あ
り
、
後
継
者
が

確
保
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
、

関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
て

進
め
た
い
。

村
松
　
尚
議
員

知的障害者の自立支援施設

温室でのメロン栽培
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市
民
病
院
に
つ
い
て

問
　

私
ど
も
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
、
市
民
の
多
く
は
身
近
で

安
心
で
き
、
高
度
な
医
療
も
受

け
ら
れ
る
病
院
を
望
ん
で
い
る
。

こ
の
点
を
最
後
ま
で
追
求
す
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

市
民
病
院
問
題
特
別
委
員
会

を
初
め
、
議
員
や
市
民
の
皆
様
、

国
、
県
、
さ
ら
に
は
医
療
関
係

者
の
ご
意
見
等
を
伺
う
中
で
、

望
ま
し
い
方
向
性
を
定
め
た
い
。

幼
稚
園
に
つ
い
て

問
　

新
し
い
「
総
合
計
画
」
で
愛

野
駅
周
辺
は
「
副
次
核
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
幼
児
数

が
増
え
て
い
る
中
、
位

く
ら
い

づ
け
に

ふ
さ
わ
し
い
文
教
施
設
と
し
て
、

幼
稚
園
の
配
置
は
ど
う
か
。

答

愛
野
駅
周
辺
に
新
園
舎
を
建

設
す
べ
き
と
考
え
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳

問
　

ブ
ラ
ジ
ル
人
増
に
伴
い
、
通

訳
常
置
が
望
ま
れ
て
い
る
が
。

答

来
年
度
か
ら
外
国
人
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
が
、
特
に
需
要

の
多
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
通
訳

の
設
置
は
必
要
と
考
え
る
。

広
岡
宥
樹
議
員

道
路
整
備

問
　

市
道
湊
中
新
田
線
湊
地
区
の

道
路
改
良
に
お
い
て
、
市
か
ら

複
数
案
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
何
か
。

答

第
１
案
は
、
地
区
幹
線
道
路

と
し
て
集
落
南
側
前
川
沿
い
に

バ
イ
パ
ス
を
整
備
。
第
２
案
は
、

生
活
道
路
と
し
て
現
在
の
道
路

を
６
ｍ
に
拡
幅
し
待
避
所
を
設

け
る
。
第
３
案
は
、
生
活
道
路

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
な
る
場
所

を
設
け
る
。
以
上
３
案
で
あ
る
。

問
　

生
活
道
路
は
幅
員
６
ｍ
と
の

見
解
だ
が
、
地
域
事
情
を
考
慮

し
、
弾
力
的
な
考
え
方
は
で
き

な
い
か
。

答

４
ｍ
〜
６
ｍ
が
市
道
の
基
準

と
い
う
こ
と
で
、
全
市
整
備
を

行
っ
て
い
る
。

地
域
づ
く
り

問
　

旧
浅
羽
町
地
域
の
各
自
治
会

で
行
っ
て
い
る
「
地
明
会
」
制

度
の
存
続
と
全
市
適
用
へ
の
見

解
は
。

答

お
互
い
の
地
域
活
動
の
良
い

部
分
を
学
び
あ
い
、
継
承
し
て

い
く
こ
と
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
。
各
自
治
会
の
特
徴
を

生
か
し
た
自
治
活
動
を
引
き
続

き
支
援
し
た
い
。

廣
岡
英
一
議
員

総合計画で副次核に位置づけられた愛野駅周辺

市道湊中新田線を登校する児童（湊地内）



6ふくろい市議会だより
N o . 9 ● 2 0 0 7 . 2 . 1

農
業
問
題

問
　

海
岸
背
後
地
の
耕
作
放
棄
と
、

風
力
発
電
施
設
の
関
係
は
。

答

風
力
発
電
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
等
に
効
果
が
あ
る
。

し
か
し
地
域
の
景
観
に
及
ぼ
す

影
響
も
あ
り
、
環
境
影
響
調
査

や
住
民
の
意
向
を
聴
き
、
対
応

し
た
い
。

環
境
問
題

問
　

笠
原
、
浅
羽
地
区
に
お
け
る

河
川
の
汚
染
と
悪
臭
に
つ
い
て

の
原
因
と
対
策
は
。

答

養
豚
事
業
所
の
最
終
排
水
口

で
の
水
質
検
査
や
悪
臭
調
査
を

定
期
的
に
実
施
し
、
基
準
値
は

ク
リ
ア
し
て
い
る
。
し
か
し
、

沈
殿
槽
の
一
部
が
機
能
し
な
い

状
況
が
あ
り
指
導
を
行
っ
た
。

な
お
、
悪
臭
対
策
と
し
て
、
来

年
度
か
ら
臭
気
指
数
規
制
制
度

を
導
入
す
る
。

商
業
問
題

問
　

商
店
街
の
活
性
化
に
は
イ
ベ

ン
ト
の
継
続
が
大
切
と
思
う
が
。

答

ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花
火
な
ど

全
国
に
向
け
た
情
報
発
信
を
行

っ
て
い
る
が
、
当
市
の
よ
い
と

こ
ろ
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く

こ
と
は
活
性
化
に
大
変
役
立
つ

と
考
え
る
。

市
民
病
院
の
現
状

問
　

昨
年
度
と
比
較
し
、
病
床
利

用
率
、
入
院
・
外
来
患
者
数
な

ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

10
月
ま
で
の
実
績
で
、
病
床

利
用
率
は
59.5
％
、
昨
年
度
比

8.9
％
の
減
少
で
あ
る
。
入
院
患

者
数
で
は
９
％
、
約
５，

６
０

０
人
の
減
少
。
外
来
患
者
数
も

16
％
、
約
２
万
５
０
０
人
の
減

少
で
あ
る
。

市
民
病
院
の
経
営
実
態

問
　

一
般
会
計
か
ら
病
院
事
業
会

計
へ
支
援
し
て
い
る
が
、
な
お

赤
字
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答

収
入
は
、
昨
年
度
よ
り
12
億
円

程
度
下
回
る
約
63
億
円
を
、
支
出

は
、
前
年
度
を
約
６
億
円
下
回
る

約
70
億
円
を
そ
れ
ぞ
れ
見
込
ん
で

い
る
。結
果
、本
年
度
末
の
損
失
額

は
７
億
円
前
後
と
予
測
し
て
い
る
。

提
言
書
の
受
け
止
め
方

問
　

「
今
後
の
病
院
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
委
員
会
」
か
ら
の

提
言
に
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答

新
し
い
病
院
は
、今
後
の
本
市

の
医
療
体
制
の
根
幹
的
な
問
題
で

あ
る
と
と
も
に
、市
民
生
活
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ

る
。
議
会
、
市
民
、
国
や
県
、
さ
ら

に
は
医
療
関
係
者
の
御
意
見
を
伺

い
、望
ま
し
い
方
向
を
定
め
た
い
。

杉
井
征
夫
議
員

駅前商店街で行われた「袋井夏まつり2006」

今後の病院のあり方に関する検討委員会

芝
田
　
二
議
員
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公
害
監
視
体
制
に
つ
い
て

問
　

臭
気
チ
ェ
ッ
ク
委
員
制
度
を

設
け
、
環
境
の
改
善
を
図
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

答

悪
臭
を
削
減
さ
せ
る
観
点
か

ら
も
、
監
視
体
制
の
充
実
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
監
視
員
制
度

に
有
効
性
を
感
じ
る
の
で
、
実

施
に
向
け
た
検
討
を
し
た
い
。

公
害
指
導
結
果
に
つ
い
て

問
　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
廃
棄
物
が

工
場
内
の
空
き
地
に
埋
設
処
分

さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
な
い
か
。

答

市
、
県
及
び
事
業
者
に
よ
る

協
議
を
行
い
、
埋
立
地
の
表
面

を
舗
装
等
す
る
こ
と
が
最
善
の

方
法
で
あ
る
と
い
う
確
認
を
し

た
が
、
十
分
注
意
を
要
す
る
も

の
で
あ
る
の
で
、
県
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
き
ち
ん
と
し

た
監
視
体
制
を
と
り
た
い
。

職
員
待
遇
に
つ
い
て

問
　

浅
羽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
臨

時
職
員
の
処
遇
改
善
を
。

答

臨
時
職
員
の
任
用
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
の
す
り
合
わ
せ
の

際
、
制
度
は
袋
井
市
を
、
賃
金

は
単
価
の
高
い
浅
羽
町
の
金
額

を
基
本
と
し
た
。
今
後
と
も
、

必
要
に
応
じ
て
勤
務
条
件
等
の

見
直
し
を
行
い
た
い
。

寺
井
雄
二
議
員

に
ぎ
わ
い
新
都
心
ま
ち
づ
く
り

計
画

問
　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
の
範
囲
と
国
本
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
の
展
開
方
法
は
。

答

国
本
地
域
は
、
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
範
囲
に
入

ら
な
い
。
し
か
し
、
人
や
情
報

が
行
き
交
う
交
流
の
ま
ち
づ
く

り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
に
ぎ
わ
い
新
都
心
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
中
で
取
り
組
む
。

少
子
化
対
策

問
　

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

結
婚
の
奨
励
策
を
検
討
す
べ
き

と
き
で
は
な
い
か
。

答

行
政
が
婚
姻
の
推
進
を
図
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
結
婚
や
子

育
て
に
夢
の
持
て
る
社
会
環
境

を
整
備
し
た
い
。

教
育
施
設
整
備

問
　

園
児
が
増
加
し
て
い
る
袋
井

南
幼
稚
園
、
山
梨
幼
稚
園
の
整

備
や
児
童
が
増
加
し
て
い
る
袋

井
南
小
校
舎
増
築
へ
の
対
応
は
。

答

袋
井
南
幼
稚
園
は
、
愛
野
駅

周
辺
を
候
補
地
に
分
園
を
設
け

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
山

梨
幼
稚
園
は
、
春
岡
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
を
候
補
地
に
移

転
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
袋

井
南
小
学
校
は
、
通
学
区
域
の

弾
力
化
を
推
し
進
め
た
上
で
、

必
要
な
増
築
を
行
う
。

戸
塚
文
彦
議
員

浅羽学校給食センター

園児数が増加している袋井南幼稚園
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市
民
病
院
に
つ
い
て

問
　

市
民
・
患
者
・
職
員
に
不
安

や
悩
み
を
与
え
な
い
で
。

答

市
民
病
院
が
よ
い
病
院
に
な

る
よ
う
に
と
の
思
い
で
発
言
を

し
て
い
る
こ
と
も
御
理
解
い
た

だ
き
た
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な

方
々
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う

気
配
り
を
し
た
発
言
を
心
が
け

た
い
。

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
民
病
院
に
足
を
運
び
、
職
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
　

現
在
の
病
院
の
現
実
に
目
を

向
け
て
対
処
・
対
応
す
る
こ
と

が
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答

現
在
の
病
院
で
一
番
必
要
な

こ
と
は
、
医
師
の
確
保
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
。
ま

た
、
外
部
委
託
等
に
よ
る
人
件

費
の
削
減
や
材
料
費
や
施
設
改

修
費
の
抑
制
、
接
遇
の
向
上
等

に
も
取
り
組
む
。
そ
れ
か
ら
、

現
在
、
実
施
中
の
経
営
診
断
で
、

新
た
な
課
題
が
出
て
く
る
と
思

う
。
そ
れ
に
つ
い
て
も
、
適
切

に
対
応
し
た
い
。

問
　

経
営
が
下
降
線
。
原
因
を
具

体
的
に
列
挙
し
て
く
だ
さ
い
。

答

最
大
の
理
由
は
医
師
不
足
に

よ
る
患
者
数
の
減
少
で
あ
る
が
、

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
、
診
療

報
酬
改
定
、
介
護
保
険
制
度
の

充
実
に
よ
る
社
会
的
入
院
の
減

少
等
も
起
因
す
る
。

久
野
松
義
議
員

治
水
対
策

問
　

袋
井
駅
南
地
区
総
合
治
水
対

策
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て

答

流
域
内
で
の
遊
水
地
の
設
置

と
ポ
ン
プ
排
水
を
効
率
的
に
組

み
合
わ
せ
た
治
水
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
遊
水
地
等

の
構
造
は
、
自
然
流
下
方
式
を

基
本
に
検
討
し
た
い
。

教
育
問
題

問
　

画
一
化
・
共
通
化
教
育
で
あ

る
一
斉
指
導
の
問
題
点
を
ど
う

と
ら
え
、
少
人
数
指
導
に
ど
う

生
か
し
て
い
く
の
か
。

答

一
斉
指
導
は
、
生
徒
一
人
一

人
の
能
力
や
適
正
に
応
じ
た
指

導
が
難
し
い
。
各
学
校
で
は
、

少
人
数
指
導
を
取
り
入
れ
、
生

徒
の
習
熟
度
、
子
供
た
ち
の
習

熟
の
度
合
い
や
興
味
、
関
心
に

応
じ
た
学
習
を
進
め
て
い
る
。

問
　

キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
取
り
組

み
に
お
け
る
成
果
と
今
後
の
課

題
に
つ
い
て

答

職
場
体
験
を
通
し
て
、
働
く

楽
し
さ
や
厳
し
さ
、
社
会
人
と

し
て
の
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
な
ど

を
実
感
し
た
り
、
進
路
に
対
す

る
意
識
を
高
め
て
い
る
。
受
け

入
れ
る
各
事
業
所
等
は
、
相
応

の
負
担
と
な
る
の
で
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
へ
の
理
解
と
協
力
を
求

め
、
受
け
入
れ
先
を
確
保
す
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

木
清
隆
議
員

市民病院

中学生の職場体験（袋井南中学校）
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大
型
商
業
施
設
の
進
出

問
　

16
ha
の
広
大
な
農
地
を
除
外

し
て
の
新
都
心
ま
ち
づ
く
り
計

画
は
、
中
東
遠
全
体
の
農
業
発

展
の
シ
ナ
リ
オ
が
必
要
で
は
。

答

国
本
地
区
は
都
市
と
農
村
の

結
合
部
に
位
置
し
、
他
の
産
業

と
の
連
携
に
よ
っ
て
本
市
の
農

業
に
新
た
な
価
値
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
絶
好
の
場
所
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
特
に
販
路

の
拡
大
や
他
産
業
と
の
連
携
に

よ
る
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化

な
ど
へ
の
取
り
組
み
は
今
後
さ

ら
に
重
要
性
が
増
す
と
思
う
。

病
院
問
題

問
　

袋
井
市
は
、
人
口
増
加
、
結

婚
、
出
生
率
が
非
常
に
高
い
。

若
い
世
代
が
多
い
中
で
の
小
児

科
、
産
婦
人
科
の
対
策
は
。

答

国
等
は
、
小
児
科
・
産
婦
人

科
の
集
約
化
・
重
点
化
の
方
向

に
あ
る
。
重
点
化
の
対
象
に
な

り
得
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
医

師
確
保
の
面
で
努
力
し
た
い
。

警
察
署
設
置

問
　

規
模
・
場
所
選
定
に
は
、
中

東
遠
の
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
警
察
署
の
発
想
が
必
要
で
は
。

答

本
市
は
昔
か
ら
交
通
の
要
衝

で
あ
り
、
今
後
、
中
東
遠
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に

な
る
と
県
に
申
し
上
げ
て
い
る
。

永
田
勝
美
議
員

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
つ
い
て

問
　

地
域
と
の
あ
つ
れ
き
が
生
じ

て
い
る
が
、
市
は
ど
う
対
応
し

た
か
。

答

地
域
住
民
に
対
す
る
説
明
会

の
開
催
や
、
電
波
障
害
、
建
設

施
工
中
の
振
動
、
騒
音
、
交
通

事
故
等
の
防
止
に
つ
い
て
、
地

域
と
の
協
定
を
結
ぶ
よ
う
、
地

域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
事
業

者
に
対
し
て
指
導
し
て
き
た
。

問
　

紛
争
予
防
条
例
制
定
の
考
え

は
な
い
か
。

答

ご
提
案
の
条
例
に
つ
い
て
は
、

策
定
予
定
の
景
観
計
画
の
中
で
、

建
築
物
の
高
さ
や
壁
面
の
位
置

を
定
め
条
例
化
す
る
こ
と
や
、

都
市
計
画
の
中
で
建
物
の
高
さ

の
最
高
限
度
や
最
低
限
度
を
定

め
る
高
度
地
区
な
ど
、
各
種
制

度
を
踏
ま
え
研
究
し
た
い
。

問
　

ま
ち
づ
く
り
条
例
、
地
区
計

画
に
よ
り
、
規
制
・
誘
導
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答

現
在
本
市
で
は
、
良
好
な
市

街
地
の
誘
導
を
行
う
地
区
計
画

を
14
地
区
で
定
め
、
う
ち
13
地

区
で
高
さ
制
限
を
規
定
し
、
良

質
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

る
。
し
か
し
、
地
区
計
画
を
定

め
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
の
で
、

今
後
も
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、

各
地
区
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
地

区
計
画
を
推
進
し
た
い
。

高
橋
美
博
議
員

新たなにぎわいづくりが検討されている国本地区

地区計画が定められている祢宜弥地区
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ア
グ
リ
バ
イ
オ
と
電
磁
冷
凍

問
　

ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
・
シ
ー
ト
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

答

ゼ
リ
ー
の
よ
う
な
ゲ
ル
状
の

物
質
に
水
や
養
分
を
吸
い
込
ま

せ
た
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
・
シ
ー
ト

を
活
用
し
た
栽
培
方
法
は
、
農

作
業
の
省
力
化
が
図
ら
れ
る
な

ど
の
特
徴
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
市
で
も
、
新
し
い
技
術

や
栽
培
方
法
の
情
報
収
集
と
と

も
に
検
証
を
進
め
、
遠
州
中
央

農
協
等
へ
も
積
極
的
に
情
報
提

供
し
た
い
。

問
　

ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
と
電
磁
冷

凍
に
つ
い
て

答

食
品
の
組
織
を
破
壊
す
る
こ

と
な
く
、
う
ま
み
と
鮮
度
を
保

存
で
き
る
電
磁
冷
凍
の
技
術
は
、

食
品
流
通
に
と
っ
て
画
期
的
で

あ
る
。
活
用
に
よ
っ
て
は
、
新

た
な
販
路
の
拡
大
も
期
待
さ
れ

る
の
で
、
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
支

所
に
も
紹
介
し
た
い
。

地
域
団
体
商
標
権

問
　

「
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
」
に
袋

井
の
地
域
名
を
入
れ
て
地
域
団

体
商
標
を
登
録
申
請
す
る
こ
と

に
つ
い
て

答

ま
ず
は
、
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン

支
所
に
お
話
を
し
た
い
。
地
域

名
を
入
れ
て
地
域
団
体
商
標
を

登
録
す
る
こ
と
で
、
よ
り
有
利

に
商
品
展
開
で
き
る
な
ら
ば
よ

い
こ
と
だ
と
考
え
る
。

竹
原
和
義
議
員

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

運
動
に
つ
い
て

問
　

乳
幼
児
期
の
取
り
組
み
が
特

に
重
要
と
考
え
る
が
、
保
護
者

へ
の
啓
蒙
は
。

答

学
級
や
講
座
等
を
通
し
て
、

引
き
続
き
家
庭
教
育
の
充
実
や

健
や
か
な
体
づ
く
り
の
た
め
の

事
業
に
取
り
組
み
、
保
護
者
へ

の
啓
発
を
図
り
た
い
。

問
　

食
育
の
観
点
か
ら
、
栄
養
教

諭
の
配
置
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答

栄
養
教
諭
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
、
現
在
３
人
が
認
定
講

習
を
受
講
中
で
あ
る
。
県
も
具

体
的
な
検
討
に
入
る
意
向
と
の

こ
と
な
の
で
、
配
置
に
向
け
、

働
き
か
け
た
い
。

協
働
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
ふ
ら
っ
と
」
に
つ
い
て

問
　

開
設
以
来
７
カ
月
が
経
過
し

た
。
活
動
状
況
及
び
課
題
は
。

答

12
月
１
日
現
在
、
42
の
登
録

団
体
が
自
主
的
に
活
動
し
て
い

る
。
利
用
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
増
え
、
団
体
間

の
結
び
つ
き
も
深
ま
っ
て
い
る
。

課
題
は
、
施
設
利
用
促
進
の
た

め
の
情
報
提
供
不
足
、
昭
和
62

年
建
築
の
施
設
の
た
め
、
一
部

に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や

利
便
性
に
欠
け
る
こ
と
な
ど
で

あ
る
。

田
中
克
周
議
員

クラウンメロン

市民活動団体の活動拠点となっている「ふらっと」
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行
政
問
題

問
　

合
併
特
例
債
起
債
で
、
優
先

す
べ
き
事
業
は
何
か
。

答

大
き
な
も
の
だ
と
、
地
域
交

流
プ
ラ
ザ
と
Ｊ
Ｒ
駅
舎
に
な
る
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業

な
ど
も
想
定
さ
れ
、
財
政
計
画

の
枠
を
頭
に
置
き
、
合
併
特
例

債
の
期
間
で
あ
る
10
年
間
の
中

で
可
能
な
限
り
や
る
べ
き
も
の

は
や
り
、
合
併
特
例
債
を
充
て

て
い
き
た
い
。

問
　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
と
市
立

体
育
館
併
設
の
構
想
は
。

答

新
病
院
の
姿
が
ど
う
な
る
か

に
大
き
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
く

る
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
と
体
育

館
の
機
能
連
携
に
よ
り
、
ど
れ

く
ら
い
の
相
乗
効
果
が
生
ず
る

か
、
そ
う
し
た
検
討
も
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
現
段
階
で
は

併
設
ま
で
の
検
討
は
し
て
お
ら

ず
、
今
後
の
検
討
材
料
で
あ
る
。

問
　

袋
井
北
小
学
校
の
プ
ー
ル
更

新
に
向
け
て
着
工
は
い
つ
に
な

る
か
。

答

現
在
、
プ
ー
ル
建
設
に
向
け

た
基
本
設
計
を
実
施
し
て
い
る
。

実
現
に
つ
い
て
は
、
現
在
策
定

し
て
い
る
教
育
施
設
の
整
備
計

画
の
中
で
早
期
の
着
工
を
目
指

し
て
、
位
置
づ
け
を
し
た
い
。

伊
豫
田
貞
雄
議
員

新
年
度
予
算
編
成

問
　

合
併
３
年
目
を
迎
え
る
平
成

19
年
度
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

考
え
方
、
方
針
は
。

答

総
合
計
画
で
定
め
た
事
業
を

計
画
的
に
進
め
る
。
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
、
後
年
の
財
政

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
遣

う
と
と
も
に
、
地
域
的
バ
ラ
ン

ス
や
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
面
の
バ

ラ
ン
ス
に
意
を
尽
く
し
た
い
。

市
制
施
行
５
周
年
記
念
事
業

問
　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
、
例
え
ば

「
市
民
大
運
動
会
」
の
開
催
な
ど

は
ど
う
か
。

答

市
民
大
運
動
会
は
、
健
康
文

化
都
市
を
標
榜
す
る
本
市
に
と

っ
て
、
よ
い
５
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
に
な
る
と
思
う
。
検
討
し

た
い
。

産
業
祭
の
開
催

問
　

産
業
祭
を
立
案
中
と
聞
く
が

開
催
時
期
、
場
所
及
び
そ
の
内

容
は
。
市
単
独
開
催
の
予
定
は
。

答

エ
コ
パ
を
会
場
に
、
農
業
製

品
と
工
業
製
品
等
を
一
堂
に
会

し
、
県
の
支
援
も
得
て
、
近
隣

の
市
町
と
合
同
で
の
再
来
年
開

催
に
向
け
、
調
整
し
て
い
る
。

市
単
独
開
催
は
、
現
在
実
施

さ
れ
て
い
る
産
業
祭
的
イ
ベ
ン

ト
の
各
実
行
委
員
会
等
と
の
意

見
調
整
が
必
要
で
あ
る
。

大
場
正
昭
議
員

袋井北小学校のプール（昭和40年築）

地域で開催されているふれあい体育祭
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副市長の具体的な権限内容や事務委
任については。

委任する事務の範囲についてはまだ決まっていま

せん。また、現在プロジェクト等で助役・収入役が

中心的な関わりを持ってやっていますが、どのよう

なものを事務委任するかは、今後検討することとな

っています。

選挙公報が新聞折り込みとなるが、
新聞をとられていない方への配布は
どのように考えているのか。

新聞折り込みにした場合、新聞をとられていない

方への対応が必要となりますので、広報紙でＰＲし、

申し込みをいただいた方には郵送をと考えておりま

す。また、公民館等にも配置をいたしますので、ご

利用いただきたいと思います。

総務文教委員会のリポート

広報ふくろい(2/1号)による選挙公報配布方法のＰＲ

袋
井
市
ふ
れ
あ
い
夢
市
場

問
　

今
後
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
続
け

て
い
く
に
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
進
め
、
産
業
の
Ｐ
Ｒ
の

場
と
し
て
ど
こ
で
開
催
し
て
い

く
か
。

答

今
後
の
継
続
に
つ
い
て
は
、

ふ
れ
あ
い
夢
市
場
実
行
委
員
会

の
御
意
向
、
御
意
見
を
伺
い
、

方
向
性
を
定
め
た
い
。

国
道
１
５
０
号
バ
イ
パ
ス

問
　

国
道
１
５
０
号
バ
イ
パ
ス
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答

地
元
８
自
治
会
の
説
明
会
を

開
催
し
、
線
形
の
協
議
を
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
一
日
も
早

く
都
市
計
画
決
定
が
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
た
い
。

体
験
学
習

問
　

現
在
、
市
内
各
小
中
学
校
に

お
い
て
多
く
の
体
験
学
習
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
多
く

の
分
野
も
含
め
た
よ
り
よ
い
体

験
学
習
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答

体
験
学
習
は
、
子
供
た
ち
に

み
ず
か
ら
学
び
、
考
え
る
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
の
に
大
変
有

効
で
、
心
の
教
育
に
お
い
て
も

大
き
な
教
育
効
果
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
も
各
学
校
で
内

容
や
指
導
方
法
に
つ
い
て
見
直

し
や
改
善
を
進
め
、
心
豊
か
な

子
供
の
育
成
に
努
め
た
い
。

戸
塚
　
和
議
員

浅羽会館をメイン会場に開催された「ふれあい夢市場」
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春岡に磐田用水からパイプラインで
用水を引くとのことだが、いままで
はどのようにしていたのか。また、
受益者の負担は1反当たりいくら位に
なるのか。

これまでは宇刈川など流域の河川やため池から取

水していました。受益者の負担は1反当たり約5万円

になります。

笠原地区の簡易水道統合整備事業に
関連し、消火栓の新設を当初の8基か
ら17基に増やすとのことだが、その
理由は何か。

西区では、当初の2基でカバーできていないと

ころを見直し、3基増設します。三輪地区も、当初

の6基を、見直しにより3基増設します。また、当初

設置予定になかった三沢地区で平成19年4月に児童

福祉施設がオープン予定であり、周辺に住宅、山林

が隣接しているため、新たに3基設置します。

建設経済委員会のリポート

民生福祉委員会のリポート

簡易水道統合整備事業により設置された消火栓

静岡県後期高齢者医療広域連合の県内
市町負担金総額とその使途は。また、
広域連合議員となる市町議会議員のバ
ランスは。

負担金総額は3,058万円余（うち本市分は135万

8,000円）で、使途は7人分の職員人件費や事務所使

用料等の物件費及び工事費です。県内市町の数、市

23、町19をもとに、市議会議員より6人、町議会議

員より4人とされました。

耐震性貯水槽設置事業及び消防ポン
プ自動車整備事業が合併特例債の適
債事業となった理由は。

合併特例債は、合併に伴う新市の一体化や合併に

伴い必要となった建設事業に充当する財源となりま

す。

今回、適債事業となった耐震性貯水槽及び消防ポ

ンプ自動車は、県との協議の中で合併に伴う建設事

業として認められたものです。
耐震性貯水槽設置工事の様子（浅羽西公民館内）
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意 見 書 （ 要 旨 ） 

◆道路整備予算の確保に関する意見書 
　国道1号においては、新天竜川架橋整備が完了し、
8車線が供用開始になることから、全線の4車線化及
び高架化の早期実現が極めて重要である。また、国
道150号については、国道1号に次ぐ道路として重要
な役割を担っているが、交通渋滞の慢性化によりバイ
パス新設が重要な課題となっている。 
　よって、国においては、道路整備に必要な予算の確
保に努めるとともに、長期的視点に立った道路整備
が図られるよう次のとおり強く要望する。 

1　地方の道路整備の実情や意見を十分把握すると
ともに、計画的かつ着実に推進すること。 

2　特に、国道1号の全線4車線化・高架化及び国道
150号のバイパス新設整備を促進すること。 

衆・参議院議長他あてに提出しました。 

◆介護保険の国庫負担割合に関する意見書 
　制度発足時、国は公費負担50％分の半分25％を
負担するとしていた。しかし、本市の例を見れば、平
成17年度では調整交付金4.88％を含む国庫支出金
は24.88％と25％に達していない。 
　介護保険料が高い最大の理由は、介護保険制度の
導入時に公的介護費用に占める国庫負担の割合を
50％から25％へと縮小したことにあり、これを計画
的に元に戻す必要がある。 
　よって、介護給付費負担金については、各保険者に
対し給付費の25％を確実に配分し、現行の調整交付
金は別枠化するよう強く求めるものである。 

内閣総理大臣、厚生労働大臣あてに提出しました。 

　12月議会では、病院問題を初め、多くの行政
課題について、一般質問が出されました。市民の皆様
が安心して暮らせるまちをめざし、議会と当局が両輪
となって、邁進いたします。広報委員一同、そうした市
政の様子をわかりやすくお伝えできるよう頑張ります。 

3月定例会のお知らせ 

あなたも議会を 
傍聴してみませんか 

　当日、受付をしますので、市役所5階の議会事務局ま
でお越しください。 
　議場のバリアフリー化を目指し、段差解消機及び車
イス優先の傍聴スペースを設置しております。また、耳
の不自由な方に対しても、赤外線補聴システムを利用
した補聴器を用意しております。 

＊足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を利用
し傍聴席へ入れます。 

＊段差解消機のご利用は、職員による操作が必要にな
りますので、議会事務局へ声をおかけください。 

市議会のライブ中継を行っています 市議会のライブ中継を行っています 
　より開かれた市議会を目指し、定例会、臨時会の本
会議ライブ中継を行っており、市議会ホームページでご
覧いただけます。なお、市ホームページ（ｈｔｔｐ：//www．
ｃｉｔｙ．ｆｕｋｕｒｏｉ．ｓｈｉｚｕｏｋａ．ｊｐ/）からインターネット中継ペー
ジへの移動方法は次のとおりです。 

市ホームページ「市議会情報」を 

→「袋井市議会」を 

→「市議会本会議のインターネット中継」を 

3月市議会定例会は次のとおり行う予定です。 

●場所 市役所5階議場または各委員会室 

●時間 午前9時から 
 （最終日については、午後1時30分からを 
  予定しています。） 

●日程 3月 1日 （木） 開会、議案の説明 
  7日 （水） 市政に対する一般質問 
  8日 （木） 市政に対する一般質問 
  9日 （金） 市政に対する一般質問 
  12日 （月） 議案の審査（常任委員会） 
  13日 （火） 議案の審査（常任委員会） 
  14日 （水） 議案の審査（常任委員会） 
  22日 （木） 委員長報告～採決、閉会 

クリック 

クリック 

クリック 

会議録が検索できるように 
なりました 

会議録が検索できるように 
なりました 

　本会議の会議録が、キーワードなどを入力すること
により、見たい箇所が簡単に検索できるようになりまし
たので、ぜひご利用ください。なお、市ホームページか
ら会議録検索ページへの移動方法は次のとおりです。 

市ホームページ「市議会情報」を 

→「会議録の検索」を 

→「市議会の本会議会議録ホームページ」を 

クリック 

クリック 

クリック 

例 

例 


